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問

答

役場庁舎建設の事業予定は

年 度 内 に 基 本 的 な 方 向 性
姉
あね

帯
たい

　春
はる

治
じ

 議員

一般質問

　
　
　

新
役
場
庁
舎
建
設
に

係
る
現
時
点
で
の
検
討
状

況
と
、
今
後
の
作
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　
　
　

現
在
の
役
場
庁
舎

は
建
設
か
ら
42
年
が
経
過

し
、
施
設
・
設
備
の
老
朽
化

の
ほ
か
、
耐
震
性
能
対
策
も

必
要
な
施
設
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
新
庁
舎
の
整
備
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

現
在
の
検
討
状
況
は
、
昨

年
度
に
庁
舎
建
て
替
え
に
関

す
る
基
礎
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
今
年
度
は
職
員
に
よ

る
新
庁
舎
建
設
庁
内
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
現
庁
舎

の
課
題
と
解
決
に
向
け
た
新

庁
舎
建
設
の
基
本
的
な
整
備

の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

年
度
内
に
施
設
整
備
に
お
け

る
基
本
的
な
方
向
性
を
取
り

ま
と
め
、
町
民
の
意
見
も
伺

い
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
な

　
　
　

新
庁
舎
を
複
合
化
す

る
考
え
は
あ
る
か
。
複
合
化

す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
機

能
を
持
た
せ
る
の
か
。

　
　
　

新
庁
舎
建
設
に
当

た
っ
て
は
魅
力
的
な
空
間
を

創
出
し
、
町
民
は
も
と
よ
り

町
外
の
方
か
ら
も
興
味
を

持
っ
て
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
施
設
と
し
、
新

た
な
相
互
交
流
が
生
ま
れ
る

場
所
に
し
た
い
。主
に
行
政
・

交
流
・
防
災
安
全
・
商
業
の
機

能
を
複
合
さ
せ
る
こ
と
で
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　

新
庁
舎
の
構
造
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。
町
産

材
活
用
の
考
え
は
。

　
　
　

現
在
、
構
造
を
含
め

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長

庁
舎
建
設
の
検
討
状
況

新
庁
舎
の
複
合
化

新
庁
舎
の
構
造

新
庁
舎
建
設
の
基
本
的
な
整

備
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る

が
、
最
近
、
整
備
さ
れ
た
県

内
の
庁
舎
建
設
を
参
考
に
す

る
と
、
住
田
町
は
木
造
、
八

幡
平
市
と
遠
野
市
が
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
、
紫
波
町
は

木
造
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
も
公
共

施
設
に
は
、
で
き
る
だ
け
町

産
の
集
成
材
を
活
用
す
る
取

り
組
み
を
進
め
て
き
て
い
る

が
、
他
団
体
に
お
け
る
建
設

事
例
な
ど
を
参
考
に
、
施
設

の
機
能
や
規
模
、
建
設
コ
ス

ト
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
、
防

災
上
の
観
点
な
ど
総
合
的
に

精
査
し
た
上
で
判
断
し
た
い
。

が
ら
順
次
、
基
本
設
計
、
実

施
設
計
を
行
い
施
設
整
備
に

係
る
詳
細
を
詰
め
た
上
で
、

建
設
工
事
に
移
行
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

築42年経過している役場庁舎。新庁舎は町の中枢
機能を発揮することが期待されます。

　

高
知
県
森
林
組
合
連
合
会

会
館
は
県
庁
所
在
地
で
あ
る

高
知
市
に
隣
接
し
た
南
国
市

に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
同

会
館
は
県
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
※
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
１
号
で
あ

り
、
建
築
面
積
７
５
９
・
54

平
方
㍍
、
木
造
軸
組
構
法
、

２
階
建
て
の
事
務
所
で
す
。

　

強
い
構
造
材
で
あ
る
こ
と

や
工
期
短
縮
、
環
境
貢
献
、

森
林
資
源
の
活
用
等
の
観
点

か
ら
Ｃ
Ｌ
Ｔ
部
材
を
使
用
し

て
お
り
、
ま
た
、
全
て
の
建

築
資
材
に
県
産
木
材
を
活
用

し
た
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

設
計
時
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
部
材
が
建

築
基
準
法
で
認
め
ら
れ
て
お

ら
ず
、
認
可
を
受
け
る
べ
く

国
、
県
、
大
学
教
授
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
協
会
、
工
業
会
社
等
に
指

導
を
仰
ぎ
ま
し
た
。
建
設
費

は
約
４
億
円
で
す
。

　

梼
原
町
は
高
知
市
か
ら
車

で
90
分
の
高
知
県
の
西
部
に

位
置
す
る
面
積
２
３
６
・
５

平
方
㌔
㍍
、
人
口
３
６
０

８
人
、
高
齢
化
率
42
・
３
㌫

の
町
で
す
。「
環
境
モ
デ
ル

都
市
」
を
目
指
し
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る
町
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
23
年

に
小
水
力
発
電
所
が
完
成
し
、

有
効
落
差
約
６
㍍
を
得
て
最

大
出
力
53
㌔
㍗
を
発
電
。
発

電
し
た
電
気
を
日
中
は
小
中

一
貫
校
に
、
夜
間
は
町
中
心

部
の
街
路
灯
82
基
に
供
給
し

て
い
ま
す
。

　

29
年
３
月
に
ジ
ビ
エ
カ
ー

（
※
）
を
購
入
し
、
ジ
ビ
エ

新
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
、
加
工

品
製
造
販
売
、
人
材
育
成
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
梼
原
町
は
森
林
資
源

を
活
用
し
た
木
の
里
づ
く
り

運
動
を
展
開
し
て
お
り
、
公

共
事
業
へ
の
木
材
使
用
の
一

貫
と
し
て
木
橋
が
３
橋
あ
り
、

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
っ
た

県
森
連
会
館

環
境
モ
デ
ル
都
市

梼
原
町
の
取
り
組
み

　

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
鈴
木
満

委
員
長
）
は
、
10
月
17
日
か
ら
19
日
、
鈴

木
町
長
も
同
行
し
、
高
知
県
森
林
組
合
連

合
会
会
館
、
梼
原
町
を
視
察
。
豊
か
な
森

林
資
源
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
視
察
し
、
今
後
の
町
づ
く
り
の
参
考

の
た
め
研
修
し
ま
し
た
。

梼ゆ
す

原は
ら

町ち
ょ
う

の
取
り
組
み
を
学
ぶ

ＣＬＴ工法、木橋などを視察

輝くふるさと常任委員会　研修レポート in 高知

ＣＬＴ部材を活用した高知県森連会館

梼原川に架かる木製の車道橋「梼原橋」

（
※
）
Ｃ
Ｌ
Ｔ

　

板
の
繊
維
方
向
が
層
ご
と
に

直
交
す
る
よ
う
に
重
ね
て
接
着

し
た
厚
型
パ
ネ
ル
。

（
※
）
ジ
ビ
エ
カ
ー

　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
を
捕

獲
後
に
適
切
な
設
備
の
も
と
解

体
で
き
る
車
。
現
地
で
素
早
い

処
理
が
で
き
る
た
め
、
よ
り
良

質
な
食
肉
利
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。


